
























































   ユネスコ未来遺産の登録一周年、本当におめでとうございます。 





























 続いて、1 年生から順に、みないけ小における雑司が谷の学習を紹介します。 
 1 年生の生活科で「大すき ぞうしがや」という学習があります。子どもたちが実際に
散歩をして見てきたものを絵や言葉にして学校に持ち帰り、お互いに伝え合う学習です。 
 2 年生は「しょうかいします 雑司が谷七福神」に取り組みます。先ほど渡邊会長から
七福神のお話がありましたが、この七福神を実際に回りながら、お話を聞いて、それをも
とに子どもたち同士で発表し合う学習をしています。 








存会の方々への質問の答えということで、100 項目ぐらいの Q&A がありますが、二つだけ
紹介させてください。 
 たいへん子どもらしい質問だと私は思うのですが、すすきみみずくの由来を伝える物語
の中では、すすきみみずくを初めにつくったのは、おくめちゃんという、今でいえば 3 年
生ぐらいの女の子です。それを受けて「おくめちゃんの次にすすきみみずくをつくったの
16 
は誰ですか」という質問がありました。保存会の方々は、こうお答えになっています。「心
の優しいおくめちゃんですから、きっといろいろな人に教えてあげたのだと思います」。こ
のように、子どもたちの素朴な質問にもお答えいただき、本当にありがたいかぎりです。 
 最後に、こんな質問を子どもたちがしました。「困っていること、協力してほしいことが
ありますか」。これに対して保存会の方々は「すすきみみずくのことを忘れずに、大人にな
ったらみんなの子どもたちに教えてあげてください」と、心を込めて答えていただきまし
た。そうしたインタビューなどを経て、子どもたちはすすきみみずくをつくりました。そ
して子どもたちは、外国人の小学生に英語で一生懸命に伝えました。子どもたちの感想か
ら一つだけご紹介します。 
 
私は、今日、外国の子どもたちと交流して感じたことを二つ書きます。一つ目は、すす
きみみずくのことを英語で話せたうれしさです。英語で伝わり、感動しました。二つ目
は、わかってもらえてうれしかったことです。自分たちのこと、自分たちの地域のこと
をわかってもらえることが本当にうれしかったです。もっともっと頑張ろうと思いまし
た。 
 
 5、6 年生は、富士山や、茶道、和紙づくりなど、日本の伝統文化について学びます。こ
れらをしっかり学べるのも、地域の伝統文化の学びがあるからこそだと思います。地域の
方々のご協力をいただきながら、子どもたちは、着物の文様や浮世絵が世界につながって
いったことを学び、外国の大学生・留学生に日本の伝統文化のよさを英語で伝えます。 
 こうした学習を、今の忙しい学校で行う時間はあるのかという疑問もあるでしょう。し
かし、国語、算数と、いずれの教科にも地元の文化と結びつけて学べる余裕は、いくらで
もあります。みないけ小はこのように、各学年に「雑司が谷」を学べる要素を組み入れる
ことで、子どもたちに実感できる学びをしてほしいと考えております。 
 
（なかむら・まさこ 南池袋小学校校長） 
 
